
札 幌 か ら 網 走 ま で

大食三 弘 田 勝 子

 なつか しの京都 をあ とにして9ま だ四日しかたつていない とい うのに,円 山公園 とい う

言葉 を聞いただけで 噸はや胸の迫るような郷愁 を感 じまし 為 畏かつた ドンコウ廟陣 か ら

解放されて9久 しぶりにナイフとフオークで旺盛な食欲を満たすや ザー風呂あびてt旅 の

疲れ を吹きとばす と,三 々五々 と適れだって四条河原町な らぬ札幌の大通 りへ と吸いこま

れて行 きま した。札幌の町 も又京都 と同 じ《碁盤の目のよ うに区画されていて,そ の衛路

曜の両側に茂 るアカシヤの並木 や大通の花壇
,大 芝生,そ びえたっテレビ塔等には9ど ζか

し ら近代的なムー ドがあふれていま した。円山ハウスのよ うなユ ース ・ホステルは,私 達

若人にとって;非 常に魅力があつた。梯子をのぼってベツ トの中へ もぐりこみ,な っかし

い故郷の父母や友へのたよ りに余念のない人9又 目頃 のお行儀のよさを発揮 して下の人に

叱 られる人,カ ーテンか ら首だけをのぞかせて話をしてい る人錯階 それぞれに楽 しい一夜

を過 ごしまし島 翌朝9北 海道な ちではのお 『、しい牛乳で晒 をうるお し.9想州へ と向った。

旭川では,私 達京女生とゆか りの深い朝倉先生に力会い し9京 都での 想い出話に花が咲 き9

何かしらまだ夢の ようで北海道へ来ているとい う実感がわきませんで し恋。旭川か らのパ

スは天井がほ とん どガラス張 りになっていて層轍 の岩々を見ることがで きるように設計

されてい ま した。層雲峡への道すが ら,は かな 《も美 しい アイ ヌの悲 恋伝説に う?と りと

している とsい っ しか窓外の景色は男性的塗雄荘な眺め となってい た。大欝山の北東 に
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深c刻 まれた大峡谷がやi開 けか けた附近か ら勝景がは じま り,七 賢峰 。鄭老岩,孤 蝶岩,

残 月峰f地 獄谷 など壌60メ0ト ル余 りあ大岩壁が両岸にそび f 晴 しい岩肌を見せて

いた。私達は鼻の頭 を天井に向けtあ ちらこちらとガイ ドさんの号令に 合わせて首の運動

をは じめ ました。岩の奇異 な形にも随分驚かされましたが9沿 道Eこ膨蒼 と淺 るエゾマツ ・

トドマツの原始林 と漢谷美のす ばらしさも又つたない箸舌などでは とて も表現ずることが

できません。 神仙橋 を渡ると,層 雲峡温泉があ り「今夜はここで.＄とま りです 」とい うガ

イ ドさん の声を聞rと,一 同大喜 こびセバスがびっ く りす る程 の歓声をあげて9層 雲閣を

後にし,大 函t小 函へと向った。真の漢谷美はこのあた りか ちはじまり ・遊神峰 ・吐月峰 ・

不忘峰 ・夏雲峰が前後に勝ち誇つたよ うにな らび立 ち ・洞の中 には蓬莱岩があつ7ヒ。蓬秦

岩の対岸 に沿ってさ らに進 むとa九 十九滝があり ・又雄滝9雌 滝 といわれてい る流星9銀

河の大滝が断崖か ら流れ落 ちていた。きらに先には,遊 仙台 の奇勝や雲 井滝,柱 状節理 を

見せq・ る大絶壁の天城峰があ り,羽 衣岩t姫 岩のある小函の絶景地をす ぎ ・そこか ら大

函までは頭上 を抽 う大岩崖の下をとおり名 のよ うにまるで函の底を進んで行 きましだ。

丁度9う す闇の迫 りかけた黄昏時 ・層雲閣についた。旅に疲れた私達の旅情をな ぐさめて

《れ るのは何 といつて も食事 です。ここでは春にしか食べた ことのない蕗 を頂 き ・太いの

'
にかかわ らず柔か 《おいしか つたのにはお どろきま・した。又,こ の旅帽は北海道で第二に

大きい旅館だそ うで,色 々と娯楽施設 もととのってカ り,大 浴場 も叉素 晴 らしかつた。マ

ロン風呂の階段 を峰 りると9色 とつどりのネオンで装 諦された大浴場が あ りザまるでお と

ぎの国へで もきたか のよ うな錠撹 をおこす程でした。 この日は,層 震峡 の絶景 に感嘆し9

御馳走を食べ,温 泉で疲れ をいやし,ウ ラス全員が同 じ部屋 で寝 る,ことになったので,歌

って っ踊つて ・評 り合って ・本当に楽しい想 い出多い一 日で した。豪華な峡谷美 を前に う

っそ うとした原始林に囲 まれた仙境の層雲閣 とも別れをつげて ・バスで上川駅へ行った。

際果ての地,網 走までは又 黒い煙 をは 《汽車の旅で した。 ここでは汽車が遅れ ましたので

一時間あまり待 ちました。北海道 らしいのんび りさが感じられました。 さて9私 達は 麗網

走rと 聞けば何か しら麻 ・荒涼 とした風景を想像致します。何 故な ら,遠 い北東の果てに

あり ・又刑務所で有名だっ 琴から・ しか しながらこの付近の風景はそ うし穴予 想を裏切っ

て ・清 《美 し 《かつ雄大でした。オホ....ツ〃海1ζ面 した海岸部は砂兵9潟 瀞 ・草原9森 林

などか らなっていて1そ σ嘱ヒ欧をお もわせ るよ うな牧歌的 な風景に,私 達は ・は じめて北

の国の印象を強 《感 じました。霧雨に煙 る知 床半島の山々,荒 々し 《寄 ぜて 《るオホ ーッ

クの波,叉 っ きることを知 らぬ草原に 牛罵の放 牧され た雄大な景色を窓外に眺めながら9

{20一



かの名高 い原生花国へ と車は走つて行きました。七月頃 に咲き乱れた原生輩花 も今 は9わ

ずかにパラ色のハマナスの花だけをのこして ・姿をや 《してはいましたけれど ・この北国

の美 しさは9肌 寒 い霧雨の峰る中で頂いたおいしい牛乳の味 と…即こ生涯わすれることがで

きない でしよ う。 さて,網 走市は三大魚場の._..つに数え られ るオホーツク海を控えた魚の

都 だけあって,町 全体が魚の にカ いで価たされていたo職 業柄sす ぐ食物 のことが気にな

るので,こ こで の珍科理をっけ加えてお きます。 グロテスクな毛が一杯はえた毛蟹のごち

走でし淀。 蟹が食べた《て旅行に来た とかい うお嬢さん,ひ げもじやの蟹 と握手を して大

喜こびの夕食でした。風呂に入って もまだ魚のにきいの消えない網走の旅館にはsど こか

し ら親 しみやすい庶民的 な豚囲気が感 じられました。外では,や みそ うにない雨が しとし

とと降ってい/L.Q

 食慶網走の町へ名物のニポポ を求めて,宿 屋の大きな ゲタをっつか け番傘 をさして テク

テク歩 いて行Co                      、

 行 《店々で受 り切れ と告げらQL'fそ れで もあきらめ切れずやつと駅前で見付 けた時 は予

定 よりも多 《買つてしまう《らいの嬉しさ。 宿に持 ち帰 ると皆の うらや むこと

(ニ ポポ とはその持ち主の願い をきつ とかなえて 《為 ると云 うアイヌの守 り人形である。)

なぜにか 《もしっ ζ《ニポポ を求め るや/ 皆の心 中は?
                 の   ロ

 明tる 日9朝 食の膳に 向 う時 誰之Pがサ ケがつ いて る と話 して る。

 これは ど うした こ とだ ろ うと急 いで膳 を 馳てみ る とサ ケ(酒)で は な 《て シヤ ケ(鮭)
             ロ   の

だつた。 これは本当にシヤケだった。こんなエピソー ドも何 とな 《解放感の味 わえる旅の

空ならでは。 ………

 この日もあいに 《,朝 から雨。

 天都山へ向う車中,晴 れや らぬ空 を見上げる皆の顔 も曇 りが ち。晴れた日には,網 走国

定公園t阿 寒国立公園が見えるとい う。天都山0深 い霧の中にしば したたずみ,後 髪 を引

かれる思い をしなが ら9軍 中の人 とな る。それに比 して9皮 肉にも刑鵬 所だけは遠臼に も

はっき り見えたo

 網走瀧畔 を ドライブしっっ,今 回旅行の最大目的地,美 幌峠 一摩周湖へ と向う。美幌峠

へ近ず 《につれて増々霧が深 《なる。バス を下 りると案 じていた通 り一 面霧の海。私逮は

霧のたちこめ る美幌峠か ら見下 して9絵 ハガキな どで見知つた うろ覚えの気櫨 を頼って大

観 を頭にえが 《より仕方が なかつた。美幌 を陵に山 を下 りるに従って9山 上での霧はまる

で うその様。木の間 もる明か るい光に次の地への期待 は大きい。
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 しか し,3ζ9し としと降 り出した雨の中を屈斜路湖へと急 ぐ踏 々 笹車中か らは果しない

麟 林が脈`硯 ら和 そのあい間あL・間 にひ?そ りと醜 ゆげに咲い七い 砂 晒 の花

は や私逮の旅情をなぐさめ℃ 《誠る。

 屈斜路湖で下車し,湖 のほ とりを歩いている時sな ぜかしら現葵 とか 壱ナ離れた感 傷にさ

そわれ,湖 の中にすい込まれぞ うに感 じた。永の中で は寒さを感 じないのか,カ ーヂイガ

ンを引つかけて歩いて いる私達 と対象的`ごf湖 で泳いで いる人を見受ける。

 昼 食を坂 りに川湯温泉へ と向 う。

 川湯を発つて闘 もな 《・巨大 な岩山が見えて来た。かすか な硫黄の臭と共に ・もうもう

と立 ちこめる煙がはっ きり目に入って来 る。下車 した時には強い硫黄の`4 いに一瞬息苦

し 《感 じたほ どであ る◎ その名 の如 く,硫 黄にお必 われ た硫 黄 のu」0山 の 途中 まで登つて,

臭の強 さに耐 え られ ず,引 つ返 して しま う。

硫黄山巖 に 双,山 に登 る《従って霧力螺 《なって行 《。

 顧陣秘の湖n窟 周湖はっ尉こ湖面を衷 わさず,私 遠 をがっか りさせ鵡 あ惑らめ切れ

臓想いの私逮はs明 朝嗜れ ることを祈 りつっ宿へ向った。宿で入れて 《れた火鉢の まわ り

にまる《陣 どり,暖 ったかい勘茶を飲む。それが翼夏の八月に もかかわ らず不思議と自然

に感 じられた。
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